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第 1 次大戦の影響で農村経済が潤った時期に、組合員は 100 万人から 200 万人へと倍増し




果は大きかった。それは農業 ･ 農村の統制 ･ 誘導を役場、小学校、農会、産業組合の 4 団体
によって行わせるものであったから、農村在住者は直接に組合員となるか、農家小組合など





















宮沢賢治は、詩「産業組合青年会」を 1933 年（昭和 8）9 月に雑誌「北方詩人」に送稿し
ている。この詩は、翌月掲載された。この頃、病状が悪化し、10 月 21 日に 37 歳で病死する。
したがって、詩「産業組合青年会」は、死亡する直前の賢治を知る資料でもある。この詩には































筆者は、詩「産業組合青年会」の場面は、実際には 1924 年 10 月 5 日の日付で思い起こすこ
とができる産業組合の会合であり、そこには青年が多かったし、町村の青年会に重複して所
属したものも多かったと推測する。繰り返すと、それは、1924 年 10 月 5 日の心象スケッチで
あったということである。栗原敦「はげしく寒く――『産業組合青年会』と『業の花びら』」3）
によれば、「産業組合青年会」という表題は「『定稿用紙』になって初めて記された」ものだ。
「初めて記された」その時期は、昭和 3 年頃の可能性もあるし、昭和 8 年（1933 年）にまで及
ぶ可能性もある。確かなことは、「産業組合青年会」という表題を持つ詩を 1933 年 9 月に雑誌
「北方詩人」に送稿したことである。
筆者は、「産業組合青年会」という表題を付けた時期が昭和 8 年頃であると仮定すれば、「産


















産業組合長は、1903 年 10 月には村内に新たに創設された青年会の会長にも推挙されて就任し
ている。1894 年に東京専門学校（現早稲田大学）を卒業した後に地元に戻ってきた人物で当時


















例えば、『岩手県農学校年報　明治 36 年』（岩手県農学校、1904 年）という資料がある。こ
の資料には、岩手県農学校の第 1 回卒業生と思われる「明治三十四年三月卒業」10 名、そし
て、「明治三十五年三月卒業」20 名、「明治三十六年三月卒業」31 名、「明治三十七年三月卒
業」21 名、それぞれの名前や明治 37 年時点での職業などが掲載されている。「明治三十四年三
月卒業」10 名の職業は、「実業」（農業と思われる）5 名、兵役 3 名、「一年志願兵」1 名、岩手
小林区署営林主事 1 名であり、「明治三十五年三月卒業」20 名の職業は、「実業」6 名、兵役 2
名、陸軍歩兵少尉 1 名、陸軍歩兵見習士官 1 名、渡米 2 名、岩手県立農学校助教諭 1 名、三春
葉煙草専売支局技手 1 名、愛媛県新居郡立農学校助教諭 1 名、青森大林区署営林主事 1 名、六






このことは、『岐阜県立農林学校一覧　大正 6 年 9 月』（岐阜県立農林学校、1917 年）からも
確認できる。この資料には、「大正六年九月調」として「卒業生一覧」が掲載されている。「現
今ノ業務」の欄があり、農科「第一回卒業生」（明治 36 年 7 月卒業）19 名のうち、「自宅実業」
は 2 名のみで、農事講習所や農事試験場、専売局、各所の系統農会などで「技手」になってい
る者は 8 名である。また、農科「第十五回卒業生」（大正 6 年 3 月卒業）53 名のうち「自宅実
業」は 23 名、小学校教員は 9 名、農事試験場研究生 6 名、上級学校や教員養成所などで在学
中のもの 6 名などが確認されるが、「技手」はいない。「大正六年九月調」の段階では、卒業し
たばかりですぐに「技手」にはなれなかったのかもしれない。注意しておきたいのは、『岐阜
県立農林学校一覧　大正 6 年 9 月』を読む限りでは、「現今ノ業務」として産業組合の技手や
技師の記述はないことである。『各学校卒業生状況報告　明治 44 年 10 月現在』（石川県、1912
年）に記載されている、「石川県立農学校卒業生徒調査表」によれば、石川県立農学校農科の

























































事指導の主力を形成していた」のであり、熊本県農会 6 名、熊本市農会 3 名、その他の郡農会



















































Miyazawa Kenji and Agriculture
In this paper, I mentioned aspect of agricultural engineer in 
Kenji Miyazawa.
Kenji Miyazawa’s view of science and view of nature was that 
“nature can be changed”.  In the case of Kenji Miyazawa, there is 
a tendency that the way of changing nature is rapid.  Rather than 
being a scientist, he was an agricultural engineer trying to solve 
realistic tasks in the eyes one by one through practical training and 
experiments.
― 286 ―
